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A Practical Study on Statistics Class Based on Authentic Concept 






















































































調査は，平成 31年2月 12日及び 18Bから 27日まで実施した。また，対象は都内国立大学附












































2 | 0 「学校でおこるけが」について，表と棒グラフを比べながら，棒グラフを読み取る。
o 「棒グラフ」の定義及び特徴を知る。
◆ 2種類の棒グラフの比較を通じて，棒グラフの表記のエ夫を考えることができる。







• 一次元表を組み合わせた簡単 ◆ 動画の清報から，交通量をわ ◆ 目的に応じて，調査項目を考
な二次元表を読むことができ かりやのす工く夫表をやす棒るグこラフで表す え，グ交通量をわかりやす夫く表やす
る。 ため とができ 棒ラフで表すためのエ を
0 3か月のけがの種類と人数を る。 ることができる。
5 





にを読数むを。害き入れたあと， この表 様づ て，
0 っ々を項話なて目棒，しや合校グ目い内ラ盛，にフの表登をつや見下け棒校比方べのグ異なるて， 特を
0 二次元表の有用性を考える。

























もんだいと と かたこた み とお もちから
2. 問題を解くときの、解き方や答えの見通しを持つカ




じぷん じっさい がくしゅう りゆう あらわ ちから
5. 自分たちの実際に見たりやったりしたことや、学習したことをもとに、理由を表すカ










































































.876 -.009 -.146 
.754.047 -.149 
.735 -.181.109 























































































































因子間相関 因子 1 .550.606 





























































因子 1 .764.570 








第1クラスターに属する児童は 9名 (66名中 13.6%），第2クラスターは 22名 (33.3%），第3




カ」： F(3, 62) = 73.850, p <.01, 「「見通し・比較・振り返り』過程で学ぶ力」： F(3,62) = 
42.461, p <.01, 「考えを表現する力」： F(3, 62) = 38.463, p <.01)。4つのクラスターにおける
各因子得点の平均を図 2に示す。
等分散が仮定される「考えを表現する力」については， Tukeyの HSD法（5％水準）による
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